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私たちと一緒に、
全国トップブランド
デコポンと甘夏みかんを
作りませんか！
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芦北地域のカンキツ栽培の概要

＜芦北地域の生産状況 （Ｈ３０年産）＞
単位：ｈａ、ｔ、％

芦北地域 県全体
シェア（順

位）

不知火類

面 積 309 1,131 27（２）

生産量 5,445 22,343 24（２）

甘夏みかん

面 積 248 305 81（１）

生産量 6,500 7,668 85（１）

温暖な気象条件を生かして、不知火類（デコポン）・甘夏
みかんを中心に県内有数の中晩柑産地が形成されている。
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就農支援体制

芦北地方農業振興協議会に
「新たな担い手確保対策プロジェクトチーム(PT)」設置

H30年

芦北地方農業振興協議会
（プロジェクトチーム）
〇就農フェア出展
〇産地見学会
〇就農相談
〇就農・定着支援

JAあしきた

〇営農指導
〇就農準備研修
〇農地確保

水俣市・芦北町・津奈木町

〇農地紹介、継承支援
〇住居紹介
〇定住支援

農業公社

〇農地貸借支援

芦北地域振興局
農業普及・振興課

〇産地コーディネート
〇関係機関連携・支援
〇課内部門横断業務の調整

各市町
農業委員会

〇農地紹介
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主な活動① 情報発信

生育状況地域の魅力 就農支援制度 等の情報を積極的に発信

HP

http://ashinoushinkyou.jp/

URL

オンライン相談予約も可能！ Instagram マイナビ農業 WEB記事

芦北地方農業振興協議会

アカウント名 第1弾 第2弾
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主な活動② 就農フェアへの出展

就農相談の様子 新規就農パンフレット

各市町の生活支援一覧の項目
（一部抜粋）

農業経営
農作業支援

機械導入助成

電柵設置補助

住まい・移住定住 空き家活用支援

住宅新築支援

子育て・教育

出産祝い金

子ども医療費助成

保育料軽減

奨学金制度

一読して相談者の就農後の未
来が思い描ける！

「空き園地あります」
の旗を立ててアピール

年度 出展回数 出展先 相談者数

H30 3 東京１、大阪１、熊本市１ 21

R1 7 東京２、大阪１、福岡１、熊本３ 45

R2 7 東京２、大阪１、福岡２、熊本２ 47

R3 ７（予定） 東京２、大阪１、福岡２、熊本２ －

■出展実績
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主な活動③ 産地見学会・体験会の実施

■対象者：就農フェアで就農相談をした方
■期 間：１泊２日
■補 助：旅費、最寄りの空港まで送迎
■内 容：①収穫体験・園地見学

②農家・関係者との意見交換

【概要】

開催時期 参加人数 参加者居住地

R１年度
９月 １人 千葉県

２月 ４人 大阪府、福岡県

R２年度
１１月 ２人 東京都

２月 ２人 山口県

【開催実績】
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主な活動④ 新規就農お試し研修の実施

技術研修を中心に実施し、

■目的

①農業研修
（技術・座学研修）

②長期研修の事前準備
（住宅確保、研修計画の作成）

③先輩農家との意見交換

・レンタカー・宿泊施設提供
・空港まで送迎

■概要

5日間

芦北地域で就農を検討している方を対象に研修を実施

を促す

内容

助成

農業の適応判断 当地域で農業をする意思決定

開催時期 参加人数 参加者居住地

R２ ６月 ２人 大阪府

R３
６月 １人 熊本市

７月 １人 東京都

■開催実績

研修後移住し、新規就農に向
け長期就農研修中

【お試し研修後】

研修後移住し、新規就農済み



後継者がいない
耕作中止

出し手(後継者不在)
園地を貸したい人

プロジェクトチーム 新規就農者

■就農1年目から収益を
得ることが可能■研修園地として活用

■研修地＝新規就農地■新規就農者の就農地
を確保

新規参入者でも果樹経営が可能な受入体制を整備

主な活動⑤ 園地のリリーフ体制の構築

継承するまで一時管理 就農時に園地を継承
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主な活動⑥ 就農準備研修の実施（技術研修）

就農予定園地（リリーフ園）で実践研修を実施

研修時から就農園地で作業をすることで
就農直後からスムーズに作業が可能

最長２年間

【目的】
栽培技術の習得

【講師】
普及職員・JA指導員
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■講義内容・年間実施回数（令和3年度）

主な活動⑦ 就農準備研修の実施（座学講座）

講義内容
回数

普及 JA
果樹の栽培管理 27 11
経営 5 -
病害虫防除 5 7
土壌肥料 3 5
その他
（農作業安全、鳥獣害対策、
スマート農業、農業共済等）

8 7

合計 48 30

■栽培知識の早期習得

■新規就農（希望）者同士の
交流の機会をつくる

座学講座を実施
（講師：普及職員、JA指導員）

【目的】

新規就農（希望）者

【問題】
■農業未経験者
⇒栽培の知識が全くない

■新規参入＋地域外から移住
⇒地域に知り合いが少ない

座学講座（果実分析）の様子



他地域にはない市町の域を超えたＰＴ活動の結果…
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関係機関の連携による支援

◇対象者のステージに合わせた切れ目のない支援体制を構築

①就農相談 ②産地見学会

⑤就農・定着 ④就農準備研修 ③お試し研修

就農相談から就農・定着まで伴走支援を実施！

普及市町 JA

農業
委員会

農業
公社
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◇就農実例

就農相談 in大阪 産地見学会 お試し研修

移住就農準備研修就農

R1.11 R2.2

R2.6

R2.6

R2.7~R3.6R3.7

農業に興味 芦北に興味 芦北に就農希望

芦北に就農予定研修生地域の担い手

大阪府在住

50代夫婦
リリーフ園で
収穫体験

リリーフ園

▼実践研修

▲座学講座

▲住宅確保

▼技術研修

協議会が紹介した
住宅に入居


